
<カウンセリングルームから> 

「心の理論」について 

 

 

 皆さんは、「心の理論」という言葉をご存知だろうか。 

「心の理論」とは、簡単に言うと、他者の心の動きを類推したり、他者が自分とは違う信念を持っていると

いうことを理解したりする機能・能力のことである。 

自閉症児者には、この「心の理論」に特異的な弱さがあるらしいということが近年わかってきた。相手の行

動の意味を理解したり、推測したりする事が難しいので、その結果として、会話やその場の雰囲気を理解出

来ない、冗談を冗談と受け止めず真に受けてしまう、言外の意味を捉えられない、相手の言葉を自分に置

き換えて返答することが苦手で「～してあげようか」と聞かれると「～してあげたい」と返答する、などの、社会

性・コミュニケーションの困難が生じるのである。 

また、自閉症児者は、象徴遊び（ままごとやごっこあそび）が苦手であると言われているが、これらの遊び

では、事象を概念化したり、現実とみせかけ、や、みせかけとつもり、等の使い分けをする必要があり、心の

理論が獲得されていないと難しい。アスペルガー障害の幼児期のエピソードでよく聞かれる、あそびやゲー

ムで負けると激しく怒り出したり、ごっこ遊びの役割交代が理解できずに固まったり泣き出してしまう、等も、

それで説明がつく。 

更に言うと、「心の理論」は、抽象的思考の場面で必要とされる能力でもあるので、「考える力」や「抽象的

なイメージ力」を必要とする小学 4 年生以上の学習についていけなくなる、いわゆる「9 歳の壁」も、心の理

論の未獲得が関係していると思われる。(「心の理論」は普通、４、５歳前後で獲得されるが、自閉症児では

概ね 9 歳～10 歳前後になることが種々の実験からも報告されている。ただし、アスペルガーの人たちは、一

般的な手順とは異なる方法で、時期的にも遅れながら心の理論そのものを獲得していくのではないかと言

われている。) 

自閉症児者がどうやって「心の理論」を獲得するようになるのか。教育の場で、自閉症児者が「心の理

論」を獲得できるように、どのような指導・支援をしていけばよいのか。この先、更なる研究と実践の積み上

げが必要だろう。 

参考に、「心の理論課題」の代表的な課題テストの一つを紹介しておく。 

【サリーとアンの課題（自閉症者は思いこみを理解できないことを示す一次誤信念課題）】 

(問題) 

サリーとアンの二人が部屋で遊んでいる。サリーは、自分の人形をかごの中に入れて部屋を出る。アンは、

サリーが出ていった後、その人形を自分の箱の中に隠す。 「部屋に戻って来たサリーは、まず、どこをさが

すでしょうか？」  

（結果） 

バロン=コーエンら(1985)によると、自閉症児の約 80％は、サリーは事実を知らないから、最初にかごを開

けてみるということが予測できずに、「箱の中をさがす。」と答えたのだという。一方、精神年齢ではむしろ自

閉症児よりも低かったというダウン症候群の子どもたちの誤答は 20％に過ぎなかったという。 

(文責:小林東)  
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＜ふれあいルームから＞   

 

野球を通して得たものは？ 

  
9 月 26 日（土）晴天 荒浜球場にて、ふれあいルーム通級生のふれあいチーム対知名人野球出場チ
ーム（教育委員会チーム）で親善試合をおこないました。今回は、7対８で負けてしまいました。 
 試合が終わって数日間通級生は、それぞれが「野球がしたい・・・」という気持ちがありながらも「試

合に勝つという目標がないのに野球をしても仕方がない・・・」と言い、つまらなそうな日々を過ごし

ていました。 
そこで、「野球をやることの意義は、試合の勝ち負けだけなのか？」と考えさせたところ、 
・自分たちのやりたい！という気持ちで試合を二つもできたのは、協力してくださった方々や自分た

ちの行動力でできたものだと改めて実感した。 
・一つ目は、運動が楽しいと思えるようになったこと。二つ目は、毎日ふれあいへ来れるようになっ

たこと。 
三つ目は、みんなの名前と顔がわかるようになったこと。四つ目は、みんなと話ができるようにな

ったこと。 
 ・野球をしていると、年の違いからくる話しづらさを感じなくても良いことや、チームの誰かのため

に動ければ良い結果につながるのだと思う。   
などの気付きがあったようです。そして、また練習再開となりました。     （文責 池田恵里子） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜教育相談班  １１月の予定＞ 
＊ カウンセリングルーム             ＊ ふれあいルーム 
 

 
 
 
 

 
 

いろいろ体験グループ 
（小学生Ａ）１３日（金）１６：００～１７：００

（小学生Ｃ）１３日（金）１６：３０～１７：３０

（小学生Ｂ）２０日（金）１６：３０～１７：３０

（中学生①）２７日（金）１８：３０～２０：００

６日（金）  陶芸教室 
１２日（木）    〃 
２０日（金）    〃 
下旬     焼きいも大会 
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育成センター通信 0822

柏崎市青少年育成センター 
〒945-0833柏崎市若葉町 2番 31号 
℡0257-20-7601 FAX0257-23-4610 
ikusei@city.kashiwazaki.niigata.jp 

11 月 の 予 定 

日 曜 こ  と  が  ら 日 曜 こ  と  が  ら 

２ 月 昼間育成活動（１班・２班）   ＊必要に応じて各地区で小学校下校 

９ 月 昼間育成活動（３班・４班）   育成活動を実施する。 

19 木 夜間育成活動（９・１１班，鏡中Ｐ・五中Ｐ）    

  

小中高校ＰＴＡ一日育成活動結果！ 
～10 月 3 日・10 日の２日間で延べ 161 人参加～ 

 
 去る１０月３日・１０日の両日にわたって小中高校ＰＴＡ一日育成活動が行われました。

できるだけ少人数のグループ編成できめ細かく育成活動ができるようにするために今年度よ

り２日間に分けて実施しました。１０月３日は高校と学番奇数の小中学校ＰＴＡそれに育成

委員，１０月１０日は学番偶数の小中学校ＰＴＡと育成委員がそれぞれ参加しました。小学

校６７名，中学校３２名，高校２３名，育成委員３９名両日合わせて延べ１６１名の方々か

ら参加していただきました。 
 参加者からは，次のような感想がありました。「有害図書等自販機が自分の校区にあること

を初めて知った」「店長さんから生々しい子供たちの様子を聞くことができた」「成人向け雑

誌と一般雑誌との陳列の仕方を知った」「子ども・大人にかかわりなく万引きの多さに驚いた」

「育成委員の努力により青少年健全育成が図られていることを初めて分かった」等々。 
 今回参加して得た情報をそれぞれの学校で共有して生徒指導に役立ててほしいものです。 
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平成２１年度 青少年健全育成大集会 
～ 講 演 会 の 開 催 予 定 ～ 

 
 

 
 
 

 来る１月２３日（土）午後に平成２１年度青少年健全育成大集会を開催する予定です。こ

の中で講演会を予定しています。講師は下記の通りですので，市民の皆さんお誘い合わせの

うえご来場くださるようご案内申し上げます。なお，会場及び日程は，現在調整中です。 
 ◆講師  渡辺 真由子（わたなべ まゆこ） 
      慶應義塾大学メディア・コミュニケーション研究所講師 
     「インターネット・テレビ・新聞など，メディア側の意図で作ら 

れた情報に惑わされず，正しいメディアとの付き合い方を指導 
するジャーナリスト。元テレビ局記者としての現場経験と最先 
端のメディア・リテラシー理論に基づき，情報から子どもを守 
り，真実を見抜くノウハウを伝授。いじめ報道制作の裏側，メ 
ディアとジェンダーなど独自の切り口が好評」 

 ◆著書  『大人の知らないネットいじめの真実』（ミネルバ書房） 
『オトナのメディア・リテラシー』（リベルタ出版） 

 ◆演題（仮題） 「深刻化するネットいじめ～その現状と大人の役割」 
 ◆入場  無 料 

 柏崎刈羽地区の保育園・幼稚園・小学校の皆さんには，夏休み中，ノーテレビ・ノーゲー

ムへの取組を熱心にしていただきました。関係の方々には，いろいろとお世話になりました

ことを心より御礼申し上げます。現在，データの処理中ですので，結果がまとまり次第，公

表させていただく予定になっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「犯人目線に立て！ ～ 危険予測のノウハウ」 
小宮山信夫 著（ＰＨＰ研究所）１,３００円（税別） 
* * *     * * *    * * *    * * *    * * *    * * * 
続発する身近な犯罪。犯罪は予測できれば防げる。常識を

くつがえす「場所で防ぐ」という発想に立って持論を展開。 
犯罪原因論から犯罪機会論への転換を訴える書。 
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心と体に優しい時間 
 

 

 

訪問相談員 寺瀬 富美子 

 

普段意識していない気持ちを掘り起こされることがあります。 

合唱団２３０名、オーケストラ１１０名、ジュニア合唱団１３０名による震災復興祈念「柏崎第

九演奏会」を堪能しました。会場となった総合体育館メインアリーナに集う２，０００名余りの聴

衆を包み込み、正に人間賛歌の一時。様々な思いが心を過ぎり、感動と元気をもらいました。多く

の関係者の皆様の取組に感謝と敬意を表します。 

聴衆の皆さんの中には、母親の膝で横になりながら聴く幼児。 

車いすに乗ったご高齢のご婦人の横に中年の息子さんらしき人等 

２，０００名余りの聴衆が、さらに、価値ある演奏会に高めてく 

れているようでした。 

 

 

 

 

 

ただ今、ヨガ教室に通っています。世の中、健康志向でダイエットブーム。タレントさんがコア

リズムなどと激しい腰振りをしていますが、そんなことは出来るはずもなく、おばさんでもできる

「ルーシー・ダットン」と呼ばれるゆったりヨガです。 

これは、血液とリンパの流れを良くして老廃物を体外に排出するものです。深い呼吸を伴い、自

律神経を刺激して心の健康にも役立ちます。何より、普段使いしない動きは心地よいのです。指導

してくださる先生のトークもゆったり！ ＢＧＭもゆったり！ ぎこちない動きを笑いでごまか

しながら私もゆったり！ １時間半はあっという間に過ぎて心と体がポカポカとして心地よさが

残ります。そうは言っても足がつったり、筋肉疲労が残っても心地よさが勝るのです。 

 

 

自分の心と体に優しい時間を過ごすことは、普段意識していない

気持ちを掘り起こされ、様々な思いを呼び込みます。偉い方が「関

係の総和が私」と言われましたが、いずれもそれを感じる一時で

した。 

 

 

 

所員随想 
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渋滞のすすめ 
 

 

 

相談員 長谷川 大 

 

 

高速道路の利用料金が 1000 円になってからというもの、休日に遠出する機会が増えました。

教育センターに勤めて 3 年目になりますが、毎日長岡から 1 時間近くかけて通勤しているのに慣

れたせいか、少々遠い道のりの運転も苦にならなくなりました。そして、もともと時刻表を調べた

りして公共の交通機関を利用して出かけるのが億劫だった私にとっては、とてもありがたいサービ

スです（ただし地球にはあまり優しくないかもしれません）。 

ノープランで香川の讃岐うどんや仙台の牛タンを食べに行ったり、長野、福島、富山、群馬など

近県の名所を巡ったりと、今まではテレビで見たり雑誌でパラパラと眺めるくらいしかなかった場

所にも、気軽に行こうと思うようになりました。 

 

様々な地方に車で出かけるようになって、初めて体験することや発見することがいくつもありま

した。その一つが渋滞です。渋滞の様子はテレビで頻繁に目にしていたものの、実際に渋滞に巻き

込まれてみて、あぁこれが渋滞か、実際にあるのだなぁ、と実感できました。渋滞の中にも様々な

人間模様をみることができました。サービスエリアの出口などで、自分は強引に割り込んでくるわ

りに、頑なに割り込ませないよう必死になる車がいたり（全くの個人的な感想ですが、特定地域の

ナンバーの車にそのような傾向があるなと思ってみたり）。私などは、車間距離を広めにとってど

んどん入れてしまうため、よく後の車からクラクションを鳴らされてしまいます。遠くの地で新潟

県内のナンバーを見つけると親近感がわき、率先して入れてあげたり、並走したくなったりするも

のです。確かになかなか進まずイライラすることはありますが、運転で疲れた時は少し休憩できた

り、人間模様を観察して地域性について考察してみたり、左車線と右車線とどちらの進みが早いか

実験してみたり、渋滞発生のメカニズムや解消法について妄想してみたり……と、思いのほか楽し

むことができました。また、30～50Km 台の渋滞を何回か体験すると、日常のラッシュアワーの

渋滞が全く苦にならなくなるというステキなお土産が。 

 

おかげさまで、興味があることはたくさんあるものの、趣味と呼べるものがこれといってなかっ

た（実はマンガとゲームですが）私にとって、「趣味？旅行（ドライブ）です」と格好の良いこと

が言えるようになってきました。これからの季節は紅葉や温泉などが楽しみですが、次はどこに出

かけようかと夢想しつつ、現実逃避して過ごす今日この頃です。 

 

所員随想 
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平成21年度　月間予定表 11月 柏崎市立教育センター

日 曜 研修・行事・会議 内部事務・日程等 出張・関係事業等
1 日

2 月 広報12/5号〆切

3 火

4 水 所内会議　13:00
就学指導幼児部会（Cグループ）検討会（相
談室：小林、長谷川裕）15:00

5 木
人間ドック（矢沢）
＊心の教室相談員研修（学教：第一研）
15:30

6 金
科・秋の星空観察会
ふ・陶芸教室②

要対協運営委員会（元気館：小林）13:30

7 土
8 日

9 月 相・相談班会議　13:00 出・いきわく２次審査（植木）

10 火 研・「国語教科指導法１」14:30
就学指導幼児部会（Aグループ）検討会（分
館：小林、長谷川裕）13:00～16:45
出・いきわく２次審査（植木）

11 水 研・「道徳授業研究」13:30 就学相談　13:00

12 木 ふ・陶芸教室③ ＰＣ推進委員会　15:00

13 金
情・「Excel活用４(名簿の作成と管理)」
15:00  相・いろいろ体験ｸﾞﾙｰﾌﾟ（小A/C）
16:00/16:30

半田小学校計画訪問（矢沢）13:00
＊柏崎地域振興局健康福祉部（多目他）
13:00

14 土
15 日

16 月
出・第2回就学指導委員会（分館：小林、長
谷川裕）14:00～17:45

17 火 研・「保健指導教材研究」13:45 広報12/20号〆切

18 水
研・「数学教材研究Ⅱ」15:00
研・「食育授業講座Ⅱ」14:00

いなほの会学習会（相談室：小林）19:00

19 木
研・「生活科理科研修（おもしろ実験・工作
②」16:00   情・「Excel活用５(年間予定表
の作成）」15:00

出・中越地区心理士会（精医セン：小林）
13:00  ＊特別支援コーディネータ研修会
（多目）13:30

20 金
研・「管理職・ミドルリーダーのためのICT
活用講座」14:00　ふ・陶芸教室④
相・いろいろ体験グループ（小B）16:30

21 土 科学の祭典柏崎刈羽大会（工科大学）

22 日
23 月

24 火
研・「同和教育現地研修」13:30
ふ・やきいも大会

25 水 研・「子どもの虐待防止について」15:00 ＊退職校長会（第一研）13:00

26 木
研・国語研修「松浜中学校研究発表会」
科・小４「人の体のつくりと運動」15:00

糸魚川市学校保健会（小林）14:00
＊柏刈事務研リーダー研修会（多目）13:30

27 金
情・「基礎から学ぶICT活用④（ｽｸｰﾘﾝｸﾞ
3）」15:00
相・いろいろ体験グループ（中①）18:30

資源物回収
15:00

出・中越管内指導主事連絡協議会（長岡：矢
沢）14:00

28 土
29 日

30 月 校内事例検討会（北鯖小：小林）

2009/11/1

研・教育研究班　　科・科学技術教育班　　相・教育相談班　　ふ・ふれあいルーム　　情・情報教育研修

育・育成センター　　出・出張　　*・施設貸出　　【　】は未確定の行事・時間
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４月の
利用数

５月の
利用数

６月の
利用数

７月の
利用数

８月の
利用数

９月の
利用数

H21年度上半
期

利用合計数

1回 3回 6回 8回 12回 8回 38回

6人 105人 140人 226人 320人 223人 1,020人

1回 1回 0回 0回 0回 0回 2回

45人 49人 0人 0人 0人 0人 94人

0回 0回 0回 0回 0回 0回 0回

0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人

0回 1回 3回 0回 0回 1回 5回

0人 25人 3人 0人 0人 1人 29人

0回 5回 2回 8回 11回 4回 30回

0人 56人 14人 49人 137人 40人 296人

18回 20回 23回 20回 7回 10回 98回

167人 43人 220人 211人 19人 393人 1,053人

0回 0回 1回 0回 1回 0回 2回

0人 0人 1人 0人 2人 0人 3人

3人 1人 172人 36人 5人 6人 223人

2回 3回 2回 2回 12回 4回 25回

90人 32人 27人 27人 101人 45人 322人

2回 1回 1回 4回 1回 1回 10回

3人 9人 80人 543人 19人 102人 756人

1回 3回 2回 1回 1回 0回 8回

23人 118人 24人 69人 101人 0人 335人

2 242人 0人 2 500人 0人 1 210人 2 499人 8451人

教育情報化研修講座　*

科学教育振興事業(科学の祭典・科学教室等)

教科書センター利用閲覧数

教
育
研
究
班
・
科
学

理科研修講座　*

学校等の要請研修

地域の自然研修・観察会

H21年度上半期　教育センター事業の参加・利用状況

　　　研 修 講 座 ・ 事 業 名

教
育
研
究
班

専門研修講座　*

共催研修、研修講座

学校の要請研修会

情報教育主事の要請支援等

その他の相談・利用・参加数

調査研究員会,教科研修員会

2,242人 0人 2,500人 0人 1,210人 2,499人 8,451人

38件 52件 58件 65件 65件 60件 338件

484件 3件 4件 68件 33件 80件 672件

194人 54人 118人 80人 178人 122人 746人
新規相談件数 60件 22件 9件 31件 20件 17件 159件
のべ相談件数 77件 56件 49件 63件 47件 73件 365件

5回 14回 11回 19回 9回 12回 70回

訪問対象者数 2人 2人 2人 2人 1人 1人 10人
訪問のべ回数 7回 7回 8回 6回 2回 4回 34回

4件 2件 1件 3件 1件 1件 12件

0回 5回 4回 6回 4回 1回 20回

0人 29人 21人 33人 22人 6人 111人

小学生 3人 5人 5人 5人 6人 6人 30人

中学生 8人 8人 8人 8人 8人 10人 50人

17日 18日 22日 15日 3日 19日 94日

小学生 15人 18人 25人 36人 6人 28人 128人

中学生 49人 66人 90人 71人 14人 105人 395人

4人 3人 0人 0人 0人 0人 7人

186人 229人 415人 341人 299人 243人 1,713人

3,504 936 3,872 1,897 2,432 3,938 16,579教育センター事業の参加・利用総数

教育団体，ＰＴＡ，市民等の利用

ふれあいルーム学校復帰人数(部分復帰を含む)

教
育
相
談
班

カウンセリングルーム来室相談

学校訪問相談

ふれあいルーム通級日数

ふれあいルーム通級のべ人数

ソーシャルスキルトレーニング

ふれあいルーム在籍人数

家庭訪問相談

電話相談

科学教育振興事業(科学の祭典 科学教室等)

理科教育の相談・支援

学
技
術
教
育

理科教材・物品の貸出

(教職員研修の合計)
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ほしぞらかんさつかいあき

プロジェクト
こどもと先生のためのこどもと先生のための
プロジェクト

秋の星空観察会

　　柏崎市立教育センター科学技術教育担当　Tel：0257-20-0212
平日8:30～12:00　13:00～17:00

10

かがくのさいてん

青少年のための科学の祭典2009柏崎刈羽大会

柏崎市立教育センター　科学技術教育担当



柏 崎 市 立 教 育 セ ン タ ー

柏崎市青少年育成センター 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
    
   
 

 

 

ＴＥＬ 0257-23-4591 

ＦＡＸ 0257-23-4610 

E-mail   k-center@city.kashiwazaki.niigata.jp 

 

ＴＥＬ 0257-20-7601 

ＦＡＸ 0257-23-4610 

E-mail   ikusei@city.kashiwazaki.niigata.jp 

   〒945-0833  新潟県柏崎市若葉町 2―31 

 ガリレオ・ガリレイはイタリアの天文学者

で近代科学の父と言われ、経験的・実証的方

法を用いる近代科学の端緒を開いた人です。

 新しい教育の創造を志向する私たちにも

ガリレオ・ガリレイのごときたゆまざる創造

と検証の精神が必要であるという趣旨から

情報紙の名称を「GALILEI」としています。

教育センターと青少年育成センターの情

報とともに、柏崎の教育を広く発信していき

ます。 

   

所報「GALILEI」 平成 21 年１０月末日発行 

表紙写真撮影   中山 博迪  

 
 




